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Simple method for modulating tactile texture

触錯覚を応用した簡便な実物体の触感変調手法

硬い物体も柔らかく、粗い物体もなめらかに

どんな研究
様々な素材を人工的に再現することで豊かな触感を提示するのは未だ困難な問題です。本研究ではベルベット
ハンド錯覚という触感の錯覚現象に着目・応用することで、触れている素材は同じなのにその触感を錯覚的に
変えてしまう手法を考案しました。

どこが凄い
ベルベットハンド錯覚では触れているワイヤの触感がまるで布のように柔らかく錯覚されていることを定量的
に示しました。更にその現象をワイヤではなく任意の物体に対して適用し、その触感がまるで別の素材になっ
たかのように実際より柔らかく滑らかに錯覚させる手法を考案しました。

めざす未来
この触感変調を自在に制御することが可能になれば、様々な触感を人工的に提示する技術が実現できると期待
されます。また、提案手法は簡単に触感を変化させることができるため、製品設計や店頭実演など様々な場面
での活用が期待されます。
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